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選
ば
れ
る
ま

選
ば
れ
る
ま
ちち

「「
那
須
烏
山
」を
目
指
し

那
須
烏
山
」を
目
指
し
てて

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
が
続
く
中
、
テ
レ
ワ
ー

ク
な
ど
の
普
及
に
よ
り
、
都
会

の
過
密
を
避
け
、
地
方
へ
の
移

住
を
希
望
す
る
人
が
全
国
的
に

増
え
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
人
口
減
少
が

進
む
本
市
で
は
、
移
住
者
を
呼

び
込
み
、
定
住
を
促
す
こ
と
を

目
的
に
、
様
々
な
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

今
月
は
、「
移
住
・
定
住
」
に

つ
い
て
、「
空
き
家
バ
ン
ク
」
を

は
じ
め
市
が
行
う
支
援
制
度
の

ほ
か
、
実
際
に
本
市
に
移
住
し
、

念
願
の
田
舎
暮
ら
し
を
実
現
し

た
人
の
暮
ら
し
ぶ
り
な
ど
、
那

須
烏
山
市
で
の
「
暮
ら
し
」
の

実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
紹

介
し
ま
す
。

移住・定住
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東
京
都
は
、
平
成
9
年
以
降
、　

年
に
わ

24

た
っ
て
転
入
超
過
が
続
い
て
き
ま
し
た
が
、

令
和
2
年
の
転
入
超
過
数
は
前
年
比
▲　

％
56

と
大
幅
に
減
少
し
、
令
和
2
年
7
月
以
降
8

か
月
連
続
で
転
出
超
過
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
も
、
ま
ち
づ
く
り
課
に
お
け
る
移

住
・
定
住
相
談
の
受
付
件
数
は
、
令
和
元
年

度
は
2
3
0
件
だ
っ
た
も
の
が
、
令
和
2
年

度
に
は
、
都
内
の
移
住
フ
ェ
ア
な
ど
が
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め

中
止
と
な
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
2
4
4
件

に
増
加
す
る
な
ど
、
地
方
暮
ら
し
の
意
識
が

高
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

本
市
へ
の
移
住
・
定
住

相
談
件
数
も
増
加

る
生
活
を
送
り
な
が
ら
地
域
活
動
に
も
積
極

的
に
携
わ
っ
て
い
る
人
が
多
く
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
こ
数
年
は
、
地
方
移
住
が
国
の

政
策
と
し
て
取
り
組
ま
れ
、
単
身
者
・
子
育

て
中
の
人
な
ど
若
い
世
代
で
移
住
・
定
住
を

希
望
す
る
人
も
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
中
、
令
和
2
年
度
以
降
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
地
方
で

の
暮
ら
し
を
希
望
す
る
人
か
ら
の
相
談
が
さ

ら
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
地
方
暮
ら
し
と
い
え
ば
、

「
定
年
退
職
後
に
田
舎
で
悠
々
自
適
に
暮
ら

し
た
い
」
な
ど
、
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
と
し
て

の
移
住
が
主
流
で
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
う

し
た
声
は
現
在
も
根
強
く
、
実
際
に
、
定
年

退
職
な
ど
を
機
に
本
市
へ
移
住
し
、
魅
力
あ

若
い
世
代
の
移
住
者
が
増
加

移住・定住

須
烏
山
市
が
誕
生
し
た
平
成　

年
の
総
人
口

17

は
3
万
1
1
5
2
人
で
し
た
が
、
以
降
も
人

口
減
少
が
続
き
、
令
和
3
年
4
月
1
日
現
在

の
人
口
は
2
万
4
3
7
1
人
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

単
に
そ
の
減
少
し
た
人
口
を
元
通
り
に
増

や
せ
ば
地
域
の
「
活
力
」
は
維
持
で
き
る
の

で
し
ょ
う
か
。

　

人
口
減
少
に
お
け
る
一
番
の
問
題
は
、
人

口
減
少
を
背
景
と
す
る
「
安
全
・
安
心
」、

「
楽
し
さ
・
に
ぎ
や
か
さ
」
の
減
退
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
人
口
減
少
は
、
本

市
の
み
な
ら
ず
、
ほ
と
ん
ど
の
地
方
都
市
が

抱
え
る
問
題
で
あ
り
、
全
国
的
な
こ
の
流
れ

は
、
残
念
な
が
ら
今
後
も
続
く
こ
と
が
想
定

さ
れ
ま
す
。

　

移
住
・
定
住
の
取
り
組
み
を
進
め
る
う
え

で
は
、
人
口
の
維
持
・
増
加
に
向
け
た
取
り

組
み
を
展
開
し
つ
つ
、
地
域
性
に
共
感
す
る

移
住
者
を
多
く
獲
得
し
、
在
住
者
と
調
和
を

図
り
、
地
域
の
活
力
の
維
持
・
増
進
を
目
指

す
こ
と
が
最
も
大
切
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
本
市
へ
の
移
住
希
望
者
や
、

市
内
に
住
ん
で
い
る
人
に
定
住
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
、
住
宅
取
得
に
関
す
る
奨
励
金

制
度
を
設
け
る
と
と
も
に
、
転
入
者
を
対
象

と
し
た
家
賃
補
助
制
度
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
の
空
き
家
な
ど
を
利
活
用
し

て
、
定
住
促
進
や
商
業
活
動
等
の
活
性
化
を

図
る
た
め
に
「
那
須
烏
山
市
空
き
家
等
情
報

本
市
の
具
体
的
な
取
り
組
み

　

さ
て
、
こ
の
将
来
人
口
の
目
標
値
（
1
万
8

0
0
0
人
）
に
対
し
、
た
だ
単
に
人
口
増
加
を

進
め
て
い
け
ば
、
地
域
の
活
力
が
維
持
で
き

る
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
地
域
の
「
活
力
」

と
は
、
い
っ
た
い
ど
う
い
う
も
の
な
の
で

し
ょ
う
か
。

　

旧
烏
山
町
と
旧
南
那
須
町
が
合
併
し
、
那

　

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の「
日

本
の
地
域
別
将
来
人
口
の
推
計
」
に
よ
る
と
、

本
市
の
人
口
は
、　

年
後
の
令
和　

年
に
は
、

19

22

総
人
口
が
1
万
6
7
2
2
人
に
ま
で
減
少
す

る
見
通
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
図
表
1
）

　

人
口
減
少
が
進
む
と
、
地
域
活
動
な
ど
の

担
い
手
不
足
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
な
ど
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
に
も
大
き
な
影
響
を

与
え
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
第
2
期
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、

人
口
推
計
（
1
万
6
7
2
2
人
）
に
比
べ
て
1
2

7
8
人
多
い
、
1
万
8
0
0
0
人
の
人
口
を

維
持
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
こ

の
数
値
を
実
現
す
る
に
は
、
移
住
・
定
住
の

促
進
が
大
変
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
市
は
、
地
方
移
住
を
積
極
的
に

受
け
入
れ
る
た
め
、
那
須
烏
山
市
が
持
つ

「
暮
ら
し
」
の
魅
力
に
着
目
し
、「
選
ば
れ
る

ま
ち
」
と
な
る
よ
う
、
積
極
的
に
P
R
を
進

め
て
い
く
方
針
で
す
。

「
移
住
・
定
住
」促
進
の
必
要
性

人
口
が
増
え
れ
ば
、

活
力
あ
る
地
域
に
な
る
の
か

し
方
が
広
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、「
テ
レ
ワ
ー
ク
」
な

ど
の
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
働
き
方
改
革
が
飛

躍
的
に
普
及
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
都
市

部
か
ら
地
方
へ
の
移
住
の
意
識
が
高
ま
り
、

場
所
や
時
間
を
選
択
で
き
る
働
き
方
や
暮
ら

働
き
方
に
も
変
化
が
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市
で
は
、
移
住
者
に
対
し
、
様
々
な
補
助

制
度
な
ど
を
設
け
て
い
ま
す
が
、「
暮
ら
し

や
す
さ
」
で
重
要
と
な
っ
て
く
る
の
は
、
地

域
の
人
々
と
の
関
わ
り
だ
と
思
い
ま
す
。

　

在
住
者
が
移
住
者
を
受
け
入
れ
、
地
域
の

輪
を
広
げ
て
い
き
、
同
じ
地
域
に
住
む
仲
間

と
し
て
、
互
い
に
と
っ
て
居
心
地
の
よ
い
環

境
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
な
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

◇

　

本
市
で
の
豊
か
な
暮
ら
し
を
今
後
も
継
続

し
て
実
現
し
て
い
く
た
め
に
は
、
地
域
性
に

共
感
す
る
移
住
者
を
多
く
獲
得
し
、
在
住
者
、

移
住
者
が
お
互
い
に
手
を
取
り
合
っ
て
、
暮

ら
し
を
紡
い
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

豊
か
な
自
然
や
、
歴
史
と
文
化
が
息
づ
く
、

風
情
と
人
情
が
あ
る
那
須
烏
山
市
。
市
の
魅

力
を
よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
に
発
信
し
て
も
ら

い
、
移
住
者
に
選
ば
れ
る
ま
ち
「
那
須
烏
山
」

を
皆
で
実
現
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

居
心
地
の
よ
い

地
域
に
す
る
た
め
に

バ
ン
ク
制
度
」（
空
き
家
バ
ン
ク
）を
展
開
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
本
市
が
好
き
で
、
市
の
地
域

性
に
共
感
す
る
移
住
者
を
多
く
獲
得
す
る
た

め
に
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
那
須
烏
山
市
定

住
促
進
サ
イ
ト
「
な
す
か
ら
い
ふ
」
や
S
N

S
な
ど
を
と
お
し
、
本
市
の
「
暮
ら
し
ぶ
り
」

の
魅
力
を
広
く
発
信
し
て
い
ま
す
。

〇
移
住
促
進
住
宅
取
得
奨
励
金

　

市
内
に
住
宅
を
取
得
し
た　

歳
以
下

49

の
人
に
対
し
て　

万
円
の
奨
励
金
を
交

10

付
し
ま
す
。
ま
た
、
市
外
か
ら
本
市
に

転
入
し
て
2
年
以
内
で
あ
れ
ば
、　

万
25

円
が
加
算
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
子
育

て
世
帯
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、　

歳
以
下
の
子
を
扶
養
し
て
い
る

18

世
帯
に
は　

万
円
が
加
算
さ
れ
る
こ
と

15

で
、
最
大
で　

万
円
の
交
付
金
を
受
け

50

取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〇
移
住
フ
ァ
ミ
リ
ー
家
賃
補
助
金

　

市
内
の
民
間
住
宅
に
転
入
し
た
若
者

夫
婦
世
帯
ま
た
は
ひ
と
り
親
家
庭
に
家

賃
の
一
部
（
最
大
2
万
円
）
を
最
長　

か
月

12

間
補
助
し
ま
す
。
対
象
要
件
は
、
若
者

夫
婦
世
帯
は
夫
婦
の
ど
ち
ら
か
が　

歳
40

以
下
で
あ
る
こ
と
、
ひ
と
り
親
家
庭
は

　

歳
以
下
の
子
を
扶
養
す
る　

歳
以
下

18

49

の
人
が
世
帯
主
で
あ
る
こ
と
で
す
。

〇
空
き
家
バ
ン
ク
住
宅
改
修
補
助
金

　

本
市
の
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
を
利
用

し
て
住
宅
を
取
得
し
た
人
に
改
修
費
用

の
一
部
（
最
大　

万
円
）
を
補
助
し
ま
す
。

20

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
に
基
づ
く
利
用
希

望
登
録
者
で
あ
っ
て
、
空
き
家
バ
ン
ク

住
宅
を
取
得
し
、
当
該
住
宅
の
改
修
工

事
（
賃
貸
・
空
き
店
舗
は
対
象
外
）
を
行
う
人

が
対
象
で
あ
り
、
市
内
に
本
社
、
支
社

が
あ
る
会
社
ま
た
は
市
内
に
住
所
を
有

す
る
個
人
事
業
主（
市
に
入
札
参
加
資
格
者
名

各
種
制
度

　

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
す

る
た
め
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
「
五
感

で
楽
し
む
那
須
烏
山
」
を
積
極
的
に
周

知
す
る
た
め
、
マ
グ
ネ
ッ
ト
と
シ
ー
ル

を
作
製
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
連
携
協
力
を
結
ん
で
い
る

文
星
芸
術
大
学
の
学
生
ベ
ン
チ
ャ
ー
企

業
「
㈱
ヤ
ッ
ペ
」
に
作
製
を
依
頼
し
た

も
の
。
同
社
社
長
の
岩
田
菜
々
美
さ
ん

は
、「
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
3
人
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
た
ち
を
配
置
し
、
那
須

烏
山
の
緑
豊
か
な
色
や
雰
囲
気
を
表
す

た
め
、
緑
を
基
調
と
し
た
デ
ザ
イ
ン
に

し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
マ
グ
ネ
ッ
ト
を
市
公
用
車

に
貼
り
付
け
た
り
、
シ
ー
ル
を
市
内
の

保
育
園
お
よ
び
幼
稚
園
児
、
小
・
中
学

生
へ
配
布
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
を
P
R
し
て
い
き
ま
す
。市定例記者会見の様子

なすからの魅力がつまった冊子

「なすからｌｉｆｅ」
　

帝
京
大
学
地
域
経
済
学
部
の
学
生
が
、

市
の
魅
力
を
発
信
す
る
冊
子
を
発
行
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
市
民
や
市
出
身
者
、

市
内
へ
の
移
住
者
な
ど
8
組
へ
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
集
で
、
市
の
魅
力
を
外
部
へ

発
信
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
丹
羽
孝
仁

る
栃
木
県
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
「
と

ち
ま
る
シ
ョ
ッ
プ
」
で
配
布
さ
れ
て
い

る
ほ
か
、
丹
羽
ゼ
ミ
の
サ
イ
ト
「
な
す

か
ら
帝
京
」
で
電
子
ブ
ッ
ク
版
が
公
開

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
、
公
開
す
る
予
定
で
す
。

同
大
准
教
授
の
ゼ
ミ
に
所

属
す
る
2
年
生
が
制
作
。

平
成　

年
度
か
ら
市
が
抱

29

え
る
課
題
や
解
決
策
の
探

求
に
取
り
組
み
始
め
、
昨

年
度
は
市
の
人
口
分
析
と

魅
力
発
見
を
テ
ー
マ
に
学

生
8
人
が
活
動
し
ま
し
た
。

　

冊
子
は
、
東
京
都
に
あ

定
住
促
進
に
向
け
た
事
業
の
紹
介

五感で楽しむ那須烏山

マグネットとシールでPR
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簿
ま
た
は
小
規
模
工
事
等
契
約
希
望
者
制
度
に
登

録
し
た
施
工
業
者
）
が
施
行
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

〇
那
須
烏
山
市
空
き
家
等
情
報
バ
ン
ク

制
度
（
空
き
家
バ
ン
ク
）

　

空
き
家
バ
ン
ク
と
は
、
売
却
、
賃
貸

を
希
望
す
る
物
件
情
報
を
市
に
登
録
し

て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
物
件
を
買
い
た

い
・
借
り
た
い
人
へ
紹
介
す
る
制
度
で

す
。
売
買
が
成
立
し
た
物
件
は
、
移
住

し
た
人
の
新
た
な
住
ま
い
や
、
事
業
者

が
活
躍
す
る
新
店
舗
と
し
て
生
ま
れ
変

わ
り
ま
す
。
随
時
、
登
録
物
件
を
募
集

し
て
い
ま
す
の
で
、
市
内
に
空
き
家
・

空
き
店
舗
を
所
有
す
る
人
は
、
ぜ
ひ
、

登
録
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

利用希望者

物件所有者
空き家バンク空き家バンク空き家バンク

物件交渉：仲介業者との交渉宅建業者

物件交渉：当事者間交渉

物件登録 利用登録

連絡調整

仲介依頼

連絡調整

物件情報提供

【プロフィール】
熊本県出身。東京都からＩターン。
テレワークをしながら、福岡地
内「フォレストパークおいらの
森」で森づくりに取り組む。

移住・定住

なすからで新しい暮らしを楽しむ人を紹介します

橋本佳子さん

　今回ご紹介した橋本さん、相澤さんの暮らしぶりのほか、本市への移住
者の皆さんのインタビュー内容が、市ホームページ内の那須烏山市定住促
進サイト「なすからいふ」に掲載されています。ぜひ、ご覧ください。

　那須烏山市
◀定住促進サイト
　「なすからいふ」

Ｑ．なぜ、那須烏山市へ？

Ａ．東京都での生活の中で、「変化が欲しい」と感じ、移住先を探していました。
ひょんなことから那須烏山市の人と出会い、何度か足を運ぶ中で、「森づく
りをとおしてこの地の魅力を広く発信したい！」と感じるようになり、子
どもの小学校入学前のタイミングで、移住を決意しました。

Ｑ．現在の暮らしぶりは？

Ａ．森づくりに取り組み、豊かな里山を多くの人に体験してもらうフィールド
として展開するため、準備を進めています。移住直後は、少し不安でした
が、地域の皆さんが応援してくれました。「程よい」地域との関係性、人の
 善 さが市の最大の魅力ではないでしょうか。
よ

Ｑ．那須烏山市の印象は？

Ａ．なにより、人の温かさを感じます。「ちょうどよい距離感、ちょうどよい関
係」が子育てのしやすさにつながっています。たくさんの人に支えられて
います。今後は、自分にできることを一生懸命やることで、市に恩返しし
たいと思っています。

Ｑ．今後、どんな市になってほしい？

Ａ．観光客にとって「通過点ではなく、立ち寄る場所になってほしい」と感じ
ます。市内の観光施設に加え、「龍門カフェ」が立ち寄りスポットのひとつ
になってくれればと思います。また、市内の方にも、気軽に立ち寄っても
らいたいです。

【プロフィール】
茨城県出身。本市に転入後、約
10年市内で暮らし、その後転出。
その後、本市へＵターン。現在
は、「龍門カフェ」に勤務。

相澤絵里さん
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新型コロナウイルス感染症
ワクチン接種のお知らせ

　

市
で
は
、
5
月
8
日
松

か
ら
、
市

武
道
館
と
那
須
南
病
院
の
2
か
所
で
、

　

歳
以
上
の
人（
昭
和　

年
4
月
1
日
以
前

65

32

に
生
ま
れ
た
人
）を
対
象
と
し
た
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

予
約
の
際
は
、
ワ
ク
チ
ン
の
供
給

が
不
安
定
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

皆
さ
ん
に
は
ご
心
配
・
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
よ
り

多
く
の
皆
さ
ん
に
、
安
心
・
安
全
、

か
つ
、
で
き
る
だ
け
早
く
行
え
る
よ

う
に
、
接
種
会
場
や
日
時
の
調
整
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
理

解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
な

お
、
ワ
ク
チ
ン
は
、
国
か
ら
順
次
発

送
さ
れ
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
希

望
す
る
人
が
接
種
を
受
け
ら
れ
な
い

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
安
心

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
が
出
る

ま
で
に
は
、　

日
か
ら
2
週
間
程
度

10

か
か
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ワ
ク

チ
ン
を
打
っ
た
こ
と
で
す
ぐ
に
免
疫

が
つ
く
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
を
受
け
た
後
も
、感
染

予
防
対
策
の
継
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合　

市
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
対
策
室
（
健
康
福
祉

課
内
）

緯
0
2
8
7－

　

－

7
5
3
5

82

Ｑ．予約の際に必要なものはありますか？
Ａ．接種券（クーポン券）案内の裏面に記載があるとお

り、氏名・生年月日・接種券番号・住所・電話
番号（日中連絡がつく番号）が必要です。接種券番号
は、宛名の下に書いてある照会番号です。

Ｑ．予約は、家族や親戚などが代行可能ですか？
Ａ．可能です。ただし、予約の際は接種券番号、生

年月日、氏名、電話番号が必要です。

Ｑ．接種券（クーポン券）をなくしてしまった。
Ａ．市ワクチン接種対策室で、再発行を行います。

申請の際に、本人確認書類（自動車運転免許証、健康
　　保険証など）を持参してください。

Ｑ．ワクチンの種類は選べますか？
Ａ．接種を受ける時期に供給されているワクチンを

接種することになります。現在は、ファイザー
社のワクチンのみとなります。

Ｑ．ワクチンは、必ず接種しないといけませんか？
Ａ．ワクチン接種は任意です。有効性と副反応を理

解したうえで、接種を受けてください。

Ｑ．血圧が高いなど健康面で不安がある。
Ａ．主治医とよく相談し、接種を検討してください。

Ｑ．かかりつけの医療機関で接種したい。
Ａ．現在、接種会場は市武道館、那須南病院のみと

しています。かかりつけ医療機関以外での接種
に不安がある場合は、かかりつけの医師によく
相談してください。

よくある質問　Q＆A Ｑ．接種日当日は、どんな服装で行けばいいですか？
Ａ．接種の際に、肩が出しやすい半袖の衣類が望ま

しいです。肌寒い場合は、半袖の衣類の上に羽
織る物を着用して来ていただくと、接種がス
ムーズです。

Ｑ．65歳以上ですが、優先接種の該当時期に接種
を受けなかった場合、その後は接種できなくな
りますか？

Ａ．あくまで優先接種ですので、優先接種の時期を
過ぎても実施期間内であれば、接種は可能です。

Ｑ．　 回目の接種予約はどうしたらいいですか？2
Ａ．　 週間後の同じ曜日・時間で、自動的に予約が3

入ります。都合が悪い場合には、コールセン
ター（緯0570−071−711）に連絡してください。

Ｑ．予約の取り消しは、どうしたらいいですか？
Ａ．コールセンター（緯0570−071−711）に連絡してくだ

さい。市ワクチン接種対策室への電話連絡や窓
口では、予約の変更はできません。

Ｑ．既に　回目の接種が終わり、　 回目の接種日の1 2
変更をしたい場合は、どうしたらいいですか。

Ａ．コールセンター（緯0570−071−711）に連絡してくだ
さい。市ワクチン接種対策室への電話連絡や窓
口では、予約の変更はできません。

Ｑ．那須烏山市から転出した場合は、那須烏山市の
接種券は使えますか？

Ａ．那須烏山市から転出後は、那須烏山市発行の接
種券は使用できません。転入先の市町村が発行
する接種券が必要となりますので、転入先の市
町村へお問い合わせください。
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ワクチン接種の流れ
①予診票が届く
接種予約をすると、接種日の約　週間前に予診票および予約票が届1
きます。予診票が届いたら、あらかじめ、予診票に必要事項を記入
してください。

②受付時間に会場へ
当日は、予約票に書いてある受付時間にお越しください。予約時間
前にお越しいただいても、お待ちいただくことになります。
また、クーポン券（接種券）と予診票を必ず持参し、肩の出しやすい
服装でお越しください。

③検温・問診
当日は、会場での検温や職員による問診を行い、体調の確認を行い
ます。

④医師の予診を受ける
ワクチン接種の前に、医師の診察を受けます。体調不良などがない
か、普段飲んでいる薬があるかなど、ワクチン接種をするのが問題
ないか確認します。

⑤ワクチン接種
看護師により、筋肉注射を受けます。

ワクチン接種が終わったら、会場にいる職員から接種済証を受け取
ります。

⑥接種済証を受け取る

ワクチンを接種した人は、15分間（アレルギーなどがある人は、30分間）、接
種会場で待機していただきます。これは、ワクチン接種による副反
応が起こってしまった場合に対応するためです。会場には、医師の
ほかに、救急救命士も待機しています。指定の時間が過ぎたら、帰
宅となります。

⑦会場内で待機

接種後は、会場内で15分程度待機しま接種後は、会場内で15分程度待機しますす

医師の診察後、接種を受けま医師の診察後、接種を受けますす

受付後、問診を受けま受付後、問診を受けますす

　

5
月　

日
昭

、
那
須
烏
山
商
工
会
青

20

年
部
（
檜
山
敏
大
部
長
）
が
、
高
齢
者
の
た

め
に
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
予
約

を
支
援
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
を
使
っ
た
予
約
が
難
し
い
高
齢
者
の

た
め
に
、
無
料
で
行
わ
れ
た
も
の
で
、
同

商
工
会
前
と
ナ
ス
カ
ラ
市
場
前
の
2
か

所
に
特
設
会
場
を
設
置
し
、
同
商
工
会

青
年
部
が
用
意
し
た
パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
を

使
っ
て
予
約
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
同
商
工
会
青
年
部
の
ほ
か
、

商
工
会
の
各
部
会
員
、
市
議
会
議
員
な

ど
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
、

予
約
を
希
望
し
訪
れ
た
高
齢
者
な
ど
の

た
め
、
操
作
方
法
の
説
明
や
入
力
作
業
、

会
場
整
理
を
行
い
ま
し
た
。

那
須
烏
山
商
工
会
青
年
部

高
齢
者
の
予
約
支
援特設会場で予約を支援する商工会青年部

◆接種日当日の持物
・クーポン券（接種券）
・予診票（予約後、郵送されます。事前に必要事項を記
　入してください）
・予約票（予約後、郵送されます）
・本人確認書類（自動車運転免許証、健康保険証など）
・お薬手帳（持っている人）
・エコバックなど（脱いだ服を入れる袋）
※郵送された通知をよくご確認ください。
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春
の
叙
勲

　

曲
畑
の
佐
藤
昇
市
さ
ん
が
、
市
議
会
議
員
と
し
て
長

き
に
わ
た
り
尽
力
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
旭
日
双
光
章
を

受
章
し
ま
し
た
。

　

平
成　

年
4
月
に
旧
南
那
須
町
の
議
員
に
当
選
し
た

15

佐
藤
さ
ん
は
、
合
併
後
も
那
須
烏
山
市
議
会
議
員
を
務

め
、
通
算　

年
間
に
わ
た
り
地
方
議
会
の
議
員
と
し
て

15

活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

　

旧
南
那
須
町
議
会
で
は
、
議
会
広
報
委
員
長
や
総
務

企
画
常
任
委
員
会
副
委
員
長
を
務
め
、
将
来
を
見
据
え

た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
町
民
と
の
対

話
を
重
視
し
た
開
か
れ
た
議
会
の
構
築
に
努
め
ま
し
た
。

　

合
併
後
は
、
市
議
会
副
議
長
や
市
議
会
議
長
を
は
じ

め
、
文
教
福
祉
常
任
委
員
会
委
員
長
、
総
務
企
画
常
任

委
員
会
委
員
長
な
ど
の
重
職
を
担
い
、
効
率
的
か
つ
円

滑
な
議
会
運
営
に
努
め
、
市
民
の
福
祉
向
上
を
は
じ
め

市
政
の
発
展
に
貢
献
し
ま
し
た
。

　

受
章
を
受
け
佐
藤
さ
ん
は
、「
地
域
の
皆
さ
ん
の
支

え
の
お
か
げ
で
受
章
す
る
こ
と
が
で
き
、
家
族
な
ど
周

り
の
人
も
喜
ん
で
く
れ
た
の
で
良
か
っ
た
。
議
員
は
、

地
域
の
方
々
の
応
援
が
あ
っ
て
活
動
で
き
る
も
の
。
多

く
の
人
の
声
を
聴
き
、
意
見
を
ま
と
め
る
こ
と
に
努
め

て
き
た
。
今
後
は
、
地
域
の
若
者
が
活
躍
で
き
る
よ
う
、

自
分
の
で
き
る
こ
と
を
行
い
、
支
え
て
い
き
た
い
」
と

笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

烏
山
土
地
改
良
区
（
小
森
照
男
理
事
長
）

が
第　

回
全
国
土
地
改
良
功
労
者
表
彰

62

全
土
連
会
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
9
0
0
人
ほ
ど
の
組
合
員
を

取
り
ま
と
め
て
い
る
同
土
地
改
良
区
。

今
回
の
受
賞
は
、
長
年
の
事
業
功
績
が

認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

4
月　

日
昇

に
は
、
小
森
照
男
理
事

27

長
と
大
野
隆
副
理
事
長
が
市
役
所
烏
山

全
国
土
地
改
良
功
労
者
表
彰

烏
山
土
地
改
良
区
が
全
土
連
会
長
賞

庁
舎
を
訪
れ
、
川
俣
純
子
市
長
に
受
賞

を
報
告
し
ま
し
た
。

　

小
森
理
事
長
は
、「
災
害
や
老
朽
化

に
よ
り
水
路
な
ど
が
壊
れ
た
と
き
に
は
、

市
な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
対
応
し
て
い

る
。
こ
れ
か
ら
も
組
合
員
の
声
に
耳
を

傾
け
な
が
ら
、
土
地
改
良
区
の
農
業
の

発
展
に
寄
与
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

川
俣
市
長
か
ら
辞
令
を
受
け
取
る
農
業
委
員

報告に訪れた小森理事長（左）と大野副理事長（右報告に訪れた小森理事長（左）と大野副理事長（右））

佐
藤
さ
ん
が
旭
日
双
光
章

　

農
業
委
員
会
が
改
選
さ
れ
、
新
農

業
委
員　

人
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

19

5
月　

日
捷

に
は
、
任
命
式
が
行
わ

24

れ
、
川
俣
純
子
市
長
か
ら
農
業
委
員

に
辞
令
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。（　
人
19

の
う
ち
1
人
は
6
月
1
日
昇
に
辞
令
交
付
）

　

ま
た
、
同
日
に
開
催
さ
れ
た
農
業

委
員
会
総
会
に
お
い
て
、
会
長
に
越

雲
宏
さ
ん
、
会
長
職
務
代
理
者
に
塩

野
目
富
夫
さ
ん
が
選
出
さ
れ
た
ほ
か
、

農
業
委
員
会
が
新
た
に
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員　

人
を
委
嘱
し
ま
し

25

た
。

　

農
業
委
員
会
委
員
は
次
の
と
お
り

で
す
。（
敬
称
略
）

■
農
業
委
員

　

越
雲
宏
（
熊
田
）、
田
中
雄
二
（
曲
畑
）、

粟
野
隆
夫
（
興
野
）、
仲
澤
清
一
（
鴻
野

山
）、
興
野
礼
子
（
興
野
）、
大
野
覚
文

（
大
桶
）、
齋
藤
勉
（
中
山
）、
川
上
恵

（
熊
田
）、
関
閣
夫
（
八
ケ
代
）、
小
川
雄

三
（
福
岡
）、
奥
畑
智
子
（
向
田
）、
小
川

祥
一
（
下
川
井
）、
中
村
東
（
森
田
）、
堀

江
恒
夫
（
大
木
須
）、
石
岡
幸
雄
（
三
箇
）、

荒
井
喜
代
子
（
鴻
野
山
）、
黒
須
明
（
田

野
倉
）、
相
吉
澤
宏
（
志
鳥
）、
塩
野
目
富

夫
（
下
境
）

■
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

　

秋
元
隆
夫
（
旭
1
丁
目
）、
岡
﨑
一
徳

（
神
長
）、
水
井
忠
（
野
上
）、
髙
野
一
宏

（
落
合
）、
澤
村
俊
夫
（
横
枕
）、
齋
藤
徳

一
（
宮
原
）、
佐
藤
和
則
（
下
境
）、
伊
藤

榮
三
（
興
野
）、
大
森
悦
郎
（
滝
田
）、
青

木
健
二
（
中
山
）、
髙
野
順
子
（
谷
浅
見
）、

仁
野
平
正
義
（
大
桶
）、
大
谷
頼
正
（
小

河
原
）、
藤
田
善
實
（
高
瀬
）、
船
山
瑛
子

（
森
田
）、
渡
邉
拓
美
（
曲
畑
）、
柳
田
利

道
（
福
岡
）、
永
井
英
壽
（
鴻
野
山
）、
山

本
幸
一
（
三
箇
）、
菊
地
政
男
（
熊
田
）、

小
川
崇
（
藤
田
）、
冨
田
裕
司
（
三
箇
）、

黒
尾
賢
一
（
上
川
井
）、
鈴
木
和
雄
（
志

鳥
）、
石
﨑
智
弘
（
志
鳥
）

会
長
に
は
越
雲
宏
さ
ん
を
互
選

農
業
委
員
会
が
新
体
制
で
ス
タ
ー
ト
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市
で
は
、
新
た
な
「
公
共
の
担
い
手
」

育
成
に
よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
実

現
を
目
指
し
て
「
ま
ち
づ
く
り
チ
ャ
レ

ン
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
令
和
2
年
度
に
採
択
し
た

団
体
の
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

な
す
か
ら
ジ
オ
の
会　

プ
チ
ェ
ー
ロ

（
酒
井
豊
三
郎
会
長
）

ジ
オ
サ
イ
ト「
龍
門
の
滝
」の
拠
点
整
備

と
ガ
イ
ド
内
容
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
事
業

　

活
動
拠
点
と
な
る
案
内
所
を
開
設
し
、

ガ
イ
ド
体
制
の
構
築
と
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

を
図
る
。

【
取
組
内
容
】

　

旧
農
産
物
直
売
所
の
建
物
を
改
修
し

て
、
拠
点
と
な
る
案
内
所
を
開
設
し
ま

し
た
。「
龍
門
の
滝
」お
よ
び
周
辺
地
域

で
の
観
光
案
内
を
行
い
、
市
の
魅
力
を

観
光
客
に
伝
え
な
が
ら
、
ガ
イ
ド
と
し

て
も
自
己
研
磨
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今

後
は
、
龍
門
ふ
る
さ
と
民
芸
館
の
改
修

に
よ
り
、
観
光
案
内
の
需
要
が
増
す
こ

と
か
ら
、
案
内
所
の
充
実
と
ガ
イ
ド
活

動
を
周
知
す
る
と
と
も
に
、
新
た
な
ガ

イ
ド
を
増
や
し
て
い
き
ま
す
。

　

リ
ン
レ
イ
テ
ー
プ
叙
が
、
感
染
症
対

策
に
使
用
す
る
案
内
用
の
テ
ー
プ
5
種

類
を
市
に
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

こ
の
テ
ー
プ
は
、「
ア
テ
ン
シ
ョ
ン

シ
リ
ー
ズ
」
と
い
う
も
の
で
、「
ソ
ー

シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
」
や
「
検
温
実

施
中
」
な
ど
、
感
染
症
対
策
を
呼
び
か

け
る
言
葉
や
イ
ラ
ス
ト
が
プ
リ
ン
ト
さ

れ
て
お
り
、
床
や
壁
な
ど
に
貼
っ
て
使

用
し
ま
す
。

　

4
月　

日
昌

に
は
、
市
役
所
烏
山
庁

21

舎
で
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、
山
口
淳
一
生

産
本
部
兼
栃
木
・
江
川
工
場
長
代
理

が
川
俣
純
子
市
長
に
テ
ー
プ
を
手
渡

し
ま
し
た
。

　

山
口
工
場
長
代
理
は
、「
市
へ
の

感
謝
の
意
を
込
め
て
贈
呈
し
た
。
感

染
症
対
策
の
た
め
、
ワ
ク
チ
ン
接
種

会
場
な
ど
で
活
用
し
て
ほ
し
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
こ
れ
ら
の
テ
ー
プ
を
ワ

ク
チ
ン
接
種
会
場
の
ほ
か
、
龍
門
ふ

る
さ
と
民
芸
館
な
ど
の
公
共
施
設
で

活
用
し
て
い
ま
す
。

令和　年度活動報告2
まちづくりチャレンジ
プロジェクト

龍門の滝を案内する会員 新たに整備を行った活動拠点

支
援
の
輪
広
が
る

市
に
感
染
症
対
策
の
案
内
テ
ー
プ
寄
附

贈呈式の様子

　

5
月　

日
晶

、「
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年

14

団
表
彰
」
が
、
市
役
所
南
那
須
庁
舎
で

行
わ
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動
に
意

欲
的
で
あ
り
、
他
の
模
範
と
な
る
団
員

や
県
予
選
で
入
賞
ま
た
は
関
東
・
全
国

大
会
へ
出
場
を
果
た
す
な
ど
し
た
団
員

な
ど　

人
・
1
団
体
に
、
市
ス
ポ
ー
ツ

11

少
年
団
の
平
野
宏
巳
本
部
長
か
ら
表
彰

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
順
不

同
、
敬
称
略
）

【
模
範
団
員
】
鮎
澤
珠
央
（
七
合
ス
ピ
リ
ッ

ツ
）、
石
塚
優
（
七
合
ス
ピ
リ
ッ
ツ
b
o
y
街
s
）、

髙
野
大
翔
（
烏
山
剣
道
）、
井
口
向
（
烏

山
剣
道
）、
山
寺
紗
耶（
宏
倫
剣
道
）、
相
田

琉
碧
（
Y
U
Z
U
H
A　

F
C　

ジ
ュ
ニ
ア
）、

大
竹
洸
雅
（
Y
U
Z
U
H
A　

F
C　

ジ
ュ

ニ
ア
）、
佐
藤
悠
司（
Y
U
Z
U
H
A　

F
C

　

ジ
ュ
ニ
ア
）、
柳
沢
太
喜（
Y
U
Z
U
H
A

　

F
C　

ジ
ュ
ニ
ア
）

【
優
秀
競
技
者
】
大
輪
莉
央
奈
（
白
堊

会
空
手
道
）

【
育
成
母
集
団
表
彰
】

那
須
烏
山
ク
ラ
ブ
（
代
表　

佐
藤
勝
行
）

【
指
導
者
】

長
澤
晃
（
七
合
ス
ピ
リ
ッ
ツ
）

市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

優
秀
選
手
・
団
体
を
表
彰

表彰状を受け取
る団員
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江
川
小
4
年
生
の
児
童　

人
が
、
5

16

月　

日
晶

、
水
道
の
仕
組
み
を
学
ぶ
た

14
め
、
城
東
浄
水
場
、
烏
山
水
処
理
セ
ン

タ
ー
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
社
会
科
の
授
業
の
一
環
で

行
わ
れ
た
も
の
で
、
各
施
設
の
機
械
設

備
を
見
て
回
っ
た
ほ
か
、
市
職
員
か
ら

水
道
水
が
で
き
る
ま
で
の
過
程
や
、
家

庭
な
ど
で
使
わ
れ
た
水
を
き
れ
い
に
し

て
川
に
戻
す
仕
組
み
が
説
明
さ
れ
、
児

童
は
、
興
味
深
い
様
子
で
施
設
を
見
学

し
て
い
ま
し
た
。

　

滝
口
大
路
さ
ん
（
志
鳥
）
は
、「
水
道

水
が
で
き
る
ま
で
の
仕
組
み
が
よ
く
分

江
川
小
の
児
童
が

市
の
上
下
水
道
施
設
を
見
学

か
っ
た
。
今
日
か
ら
水
を
大
切
に
使
い

た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

い
ち
ご
一
会
と
ち
ぎ
国
体
・
と
ち
ぎ

大
会
那
須
烏
山
市
実
行
委
員
会
が
、
4

月　

日
松

、
烏
山
高
校
金
井
キ
ャ
ン
パ

24
ス
で
、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
体
験
教
室
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
来
年
行
わ
れ
る
「
い
ち
ご

一
会
と
ち
ぎ
国
体
・
と
ち
ぎ
大
会
」
に

お
い
て
本
市
が
会
場
と
な
る
ア
ー
チ
ェ

リ
ー
競
技
を
市
民
が
体
験
す
る
こ
と
で
、

国
体
や
競
技
の
魅
力
に
つ
い
て
知
っ
て

も
ら
お
う
と
、
初
め
て
開
催
し
た
も
の

烏
山
高
生
ら
が
レ
ク
チ
ャ
ー

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
体
験
教
室

で
す
。

　

当
日
は
、
親
子
連
れ
な
ど　

人
あ
ま

20

り
が
参
加
し
、
県
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
協
会

の
役
員
の
ほ
か
、
烏
山
高
校
ア
ー
チ
ェ

リ
ー
部
の
部
員
か
ら
競
技
の
説
明
や
弓

の
構
え
方
な
ど
を
教
わ
り
な
が
ら
、
実

際
に
近
く
の
的
や
風
船
を
狙
っ
て
矢
を

放
つ
体
験
を
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
星
潤
吾
さ
ん
（
谷
浅
見
）
は
、

「
難
し
そ
う
に
思
っ
て
い
た
が
、
実
際

に
や
っ
て
み
る
と
矢
を
的
に
当
て
る
こ

と
が
で
き
て
楽
し
か
っ
た
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

真剣な表情で的を狙う参加真剣な表情で的を狙う参加者者

棚橋会長（右から　番2
目）と龍門の滝の環境
を守る会の皆さん

　

市
観
光
協
会
（
棚
橋
誠
一
郎
会
長
）
が
、

募
金
活
動
で
集
ま
っ
た
1
万
7
4
6
2

円
を
龍
門
の
滝
の
環
境
を
守
る
会（
岡
崎

一
良
会
長
）
に
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

こ
の
募
金
活
動
は
、
4
月　

日
昭

か

22

ら
5
月
9
日
掌

ま
で
、
市
観
光
協
会
が

龍
門
ふ
る
さ
と
民
芸
館
に
龍
門
の
滝
周

辺
の
環
境
整
備
の
た
め
の
募
金
箱
を
設

置
し
た
も
の
。
5
月　

日
晶

に
は
、
龍

14

門
ふ
る
さ
と
民
芸
館
で
贈
呈
式
が
行
わ

れ
、
棚
橋
市
観
光
協
会
長
か
ら
岡
崎
会

長
に
集
ま
っ
た
募
金
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。

　

龍
門
の
滝
の
環
境
を
守
る
会
は
、
龍

市
観
光
協
会
が
地
域
団
体
へ

環
境
整
備
の
た
め
の
募
金
贈
呈

門
の
滝
周
辺
の
清
掃
や
草
刈
り
、
樹
木

や
花
の
手
入
れ
な
ど
を
行
っ
て
い
る
団

体
で
、
毎
月
第
3
日
曜
日
に
活
動
し
て

い
ま
す
。

　

募
金
を
贈
呈
し
た
棚
橋
会
長
は
、

「
滝
周
辺
の
環
境
整
備
を
し
て
い
た
だ

き
、
感
謝
し
て
い
る
」
と
話
し
、
募
金

を
受
け
取
っ
た
岡
崎
会
長
は
、「
大
変

う
れ
し
い
。
い
た
だ
い
た
募
金
は
、
手

入
れ
道
具
や
花
木
の
購
入
の
た
め
活
用

し
、
訪
れ
た
人
に
き
れ
い
な
滝
を
見
て

も
ら
え
る
よ
う
に
、
整
備
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

城東浄水場のポンプ室を見学する江川小児童

　

七
合
小
5
年
の
生
田
目
虎
雅
さ
ん

（
南
1
丁
目
）
が
所
属
す
る
ヴ
ェ
ル
フ
ェ

矢
板
U－

　

が
、
4
月　

日
松

～　

日

12

10

11

掌

に
群
馬
県
で
行
わ
れ
た
「
J
A
全
農

生
田
目
さ
ん
が

サ
ッ
カ
ー
で
関
東
大
会
出
場

杯
全
国
小
学
生
選
抜
サ
ッ
カ
ー
I
N
関

東
」
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

ゴ
ー
ル
を
決
め
た
瞬
間
が
楽
し
い
と

話
す
生
田
目
さ
ん
。5
歳
か
ら
サ
ッ
カ
ー

を
始
め
、
た
く
さ
ん
走
る
こ
と
を
意
識

し
な
が
ら
練
習
に
励
ん
で
い
る
そ
う
。

　

大
会
を
振
り
返
り
生
田
目
さ
ん
は
、

「
緊
張
し
た
が
、
自
分
の
力
を
出
し
切

る
こ
と
が
で
き
た
。
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
選

手
に
な
る
た
め
に
、
も
っ
と
練
習
を
頑

張
り
た
い
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。
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　行政相談委員として、萩原宣子さん（中央
　丁目）、赤羽幸雄さん（南大和久）、樋山隆さん3

（向田）が総務大臣から委嘱されましたので
ご紹介します。
　行政相談員は、市民の皆さんの行政に対
する苦情や意見、要望などに耳を傾け、苦
情の解決を促進するとともに、それらの意
見を元に行政運営の改善を進めることをボ
ランティアで行っています。
〇日程・場所
「心配ごと相談」（午前　時～正午）9

・毎月第　水曜日　社会福祉協議会烏山支所1
・毎月第　水曜日　保健福祉センター3
「行政相談」（午前　時～正午）9

・毎月第　水曜日　市役所烏山庁舎市民室4
■問合　総合政策課　緯0287－83－1112

　

荒
川
の
曲
が
り
く
ね
っ
た
河
川
の

様
子（
穿
入
蛇
行
）を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
河
原
に
降
り
て
断
続

的
に
続
く
「
中
川
層
群
」・「
荒
川
層

群
」
の
浸
食
崖
の
美
し
い
重
な
り
を

間
近
で
観
察
で
き
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、

石
こ
ろ
観
察
や
化
石
探
し
も
随

～
見
ど
こ
ろ
紹
介
～

見
ど
こ
ろ
③
森
田
陣
屋
跡

　

5
月
号
に
続
き
、「
J
R
烏
山
線
を
利
用
し
た
3
つ
の
モ
デ
ル
コ
ー
ス
」
を
紹

介
し
ま
す
。
今
回
は
、
荒
川
の 
段  
丘 
地
形
と 
穿  
入  
蛇  
行 
を
観
察
で
き
る
「 
小 

だ
ん 
き
ゅ
う 

せ
ん 
に
ゅ
う 
だ 
こ
う 

こ

 
塙 
駅
コ
ー
ス
」
を
紹
介
し
ま
す
。

ば
な

　
 
丘  
陵  
地 
か
ら
平
地
に
か
け
て
、

き
ゅ
う 
り
ょ
う 
ち

た
め
池
・
水
田
・
土
手
・
畑
な
ど
の

様
々
な
地
形
を
観
察
で
き
ま
す
。
の

ど
か
な
里
山
風
景
の
中
で
、
ホ
タ
ル

や
カ
エ
ル
な
ど
の
様
々
な
生
態
系
を

狭
い
範
囲
で
観
察
で
き
ま
す
。

見
ど
こ
ろ
②
猿
久
保
田
ん
ぼ
公
園

　

近
世
に
作
ら
れ
た
小
塙
館
跡（
森
田

陣
屋
跡
）
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

現
在
、
陣
屋
地
内
に
は
東
の
堀
跡
と

西
側
の 
土  
塁 
が
遺
構
と
し
て
残
っ
て

ど 
る
い

い
ま
す
。（
案
内
板
あ
り
）

見
ど
こ
ろ
①
荒
川
層
群
の 
浸  
食  
崖 

し
ん 
し
ょ
く 
が
い

（
自
然
環
境
保
全
地
域
）

小塙駅コース

2

1

3

約3キロの
1時間コース

スタート
（小塙駅）

行政相談員のご紹介

左から、赤羽さん、萩原さん、樋山さ左から、赤羽さん、萩原さん、樋山さんん

　

5
月　

日
掌

、
子
結
び
団
（
平
野
達
朗
代

16

表
）
が
「 
平
群  
山 
で
ラ
ン
チ
ピ
ク
ニ
ッ

へ
ぐ
り 
や
ま

ク
」
を
開
催
し
、
市
内
在
住
の
親
子
連

れ
な
ど　

人
あ
ま
り
が
参
加
し
ま
し
た
。

50

　

当
日
は
、
旧
興
野
小
学
校
か
ら
平
群

山
の
頂
上
ま
で
約
1
灼
を
歩
き
、　

分
20

ほ
ど
で
頂
上
に
到
着
。
頂
上
か
ら
市
内

の
景
色
を
見
た
参
加
者
か
ら
は
、
歓
声

が
上
が
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
家
族
ご
と
に
持
ち
寄
っ

た
お
弁
当
を
食
べ
た
ほ
か
、
頂
上
か
ら

市
内
の
建
物
な
ど
を
見
つ
け
る
ゲ
ー
ム

な
ど
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
楽
し
い
時

間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
深
澤
に
こ
さ
ん
（
南
1
丁
目
）

は
、「
山
登
り
は
大
変
だ
っ
た
が
、
家
族

や
友
達
と
一
緒
に
登
る
こ
と
が
で
き
て

楽
し
か
っ
た
。
頂
上
で
食
べ
る
お
弁
当

は
、
い
つ
も
以
上
に
お
い
し
く
感
じ

た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

頂上でお弁当を食べる親子

平群山から市内を一望
ランチピクニック楽しむ



※平成27年国勢調査を基に集計した統計人口です。

12広報なすからすやま ２０21.6

〇
最
近
は
、
ジ
メ
ジ
メ
し
た
日

が
続
い
て
い
ま
す
ね
。
雨
の
日

は
な
ん
だ
か
気
分
が
下
が
り
気

味
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
少

し
で
も
気
分
が
上
が
る
よ
う
に
、

新
し
い
傘
で
も
買
お
う
か
な
ー
と
考
え
て

い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

〇
先
日
、
市
外
で
職
員
研
修
が
あ
り
、
研

修
会
場
ま
で
同
僚
の
Ｏ
さ
ん
、
Ｓ
さ
ん
と

3
人
で
向
か
う
こ
と
に
。
車
の
ラ
ジ
オ
か

ら
は
色
々
な
曲
が
流
れ
る
の
で
す
が
、
私

は
、
い
わ
ゆ
る
「
懐
メ
ロ
」
が
好
き
な
の

で
、
昭
和
や
平
成
初
期
の
曲
が
流
れ
る
と

つ
い
口
ず
さ
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
と
こ
ろ

が
、
私
よ
り
も
5
歳
年
下
の
Ｏ
さ
ん
た
ち

は
そ
の
曲
を
知
ら
な
い
こ
と
が
多
く
、

ち
ょ
っ
と
切
な
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

（
決
し
て
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
ギ
ャ
ッ
プ

で
は
な
い
は
ず
…
！
）

〇
研
修
中
の
楽
し
み
と
い
え
ば
、
お
昼
休

み
の
ラ
ン
チ
で
す
よ
ね
。
私
に
と
っ
て
は
、

「
ど
こ
の
お
店
で
何
を
食
べ
る
か
」
が
、
研

修
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
保
つ
た
め
に
重

要
な
こ
と
の
1
つ
で
す
。
今
回
は
、
研
修

会
場
近
く
に
あ
る
量
が
多
い
と
噂
の
ラ
ー

メ
ン
屋
さ
ん
に
。「
食
べ
き
れ
る
か
な
…
」

と
不
安
に
な
り
な
が
ら
も
、
勇
気
を
出
し

て
半
ラ
ー
メ
ン
と
半
チ
ャ
ー
ハ
ン
、
餃
子

セ
ッ
ト
を
頼
ん
だ
私
た
ち
で
し
た
が
、
心

配
無
用
。
み
ん
な
あ
っ
と
い
う
間
に
完
食

し
た
の
で
し
た
◎

赤
ち
ゃ
ん
名　
　
（
保
護
者
）
住　
  
所

久　

郷　
 
愛 　
 
奈 （
雄
太
・ 
南 
）　  
滝

ま 

な

小　

口　
 
凛 　
 
斗 （
一
紀
・
香
織
）興　
　

野

り 

と

中　

村　
　
　
 
蒼 （
泰
徳
・
眞
紀
）森　
　

田

そ
う

※
こ
こ
で
は
、保
護
者
な
ど
の
了
解
が
得
ら
れ
た

情
報
の
み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

●
第　

回
市
民
野
球
大
会
（
4
月　

日
掌
、　

15

18

25

日
掌
、
烏
山
野
球
場
）

▽
優
勝
：
南
大
和
久
B
B
C
▽
準
優
勝
：

藤
田
ク
ラ
ブ
▽
第
3
位
：
F
T
ク
ラ
ブ
、

烏
山
信
用
金
庫

●
第　

回
栃
木
県
総
合
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー

32

ル
大
会
予
選
（
4
月　

日
昭
、　

日
晶
、　

日
昌
、

15

16

21

　

日
昭
、
烏
山
運
動
公
園
）

22▽
優
勝
：
日
野
町
ク
ラ
ブ
▽
準
優
勝
：

あ
た
ご
ヤ
ン
グ
マ
ン
▽
第
3
位
：
下
境
・

小
原
沢
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
、
野
上
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

●
第　

回
栃
木
県
マ
ス
タ
ー
ズ
空
手
道
競

20

技
会
（
4
月　

日
掌
、
足
利
市
武
道
館
）

18

【
個
人
組
手　

女
子
3
部
】
▽
優
勝
：
生

魚
英
子
（
白
堊
会
空
手
道
）

●
第　

回
那
須
烏
山
市
弓
道
大
会（
4
月　

日（
木
・
祝
）、

15

29

烏
山
弓
道
場
）

【
生
徒
の
部
】
▽
優
勝
：
入
江
美
穂
（
烏
山
高
校
）

▽
準
優
勝
：
磯
藤
光
汰（
烏
山
高
校
）▽
第
3
位
：

栗
田
怜
奈
（
烏
山
高
校
）

【
一
般
女
子
の
部
】
▽
優
勝
：
益
子
愛
理
▽
準

優
勝
：
川
島
こ
ず
え
▽
第
3
位
：
船
山
永
子

【
一
般
男
子
の
部
】
▽
優
勝
：
平
山
智
明
▽
準

優
勝
：
相
田
日
出
男
▽
第
3
位
：
雫
由
起
男

●
第　

回
栃
木
県
空
手
道
少
年
錬
成
大
会（
5
月

40

2
日
掌
、
栃
木
県
南
体
育
館
）

【
小
学
2
年
生
女
子
組
手
】
▽
準
優
勝
：
古
内

香
名
（
白
堊
会
空
手
道
）
▽
第
3
位
：
小
池
萌
楓

（
少
年
連
合
）

【
小
学
5
年
生
男
子
組
手
】
▽
第
3
位
：
小
池

望
夢
（
少
年
連
合
）

【
小
学
6
年
生
女
子
組
手
】
▽
第
3
位
：
荒
井

萌
維
（
白
堊
会
空
手
道
）

■
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

　

新
田
泰
三
様
（
東
京
都
練
馬
区
）
か
ら
1
万
円
、

匿
名
希
望
者
様　

人
か
ら　

万
2
千
円
が

24

27

本
市
に
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

■
企
業
版
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

　

叙
ニ
チ
ノ
ー
緑
化
様
（
東
京
都
中
央
区
）、
日

産
緑
化
叙
様
（
東
京
都
千
代
田
区
）
か
ら
各
1
0

0
万
円
が
本
市
に
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
レ
イ
ン
ボ
ー
薬
品
叙
様
（
東
京
都
台
東
区
）、

ク
ミ
ア
イ
化
学
工
業
叙
様
（
東
京
都
台
東
区
）
か

ら
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　令和　年全国広報コンクールの広報写真一3
枚写真部で、「広報なすからすやま」2020年12
月号表紙が入選しました。
　全国審査で入選を果たしたのは、本市を含
む13点。写真は、清水川せせらぎ公園で撮影
したものです。本市は、今回で　回目の入選3
となります。
　今後も、市民の皆さんに親しまれる広報紙
づくりに努めてまいります。

広報なすからすやま
全国広報コンクールで入選



★図書館HPから新着図書が検索できます。★
https://lib-nasukarasuyama.jp/

南那須図書館　☎0287-88-2748　Fax88-0204
烏山図書館　　☎0287-82-3062　Fax82-7566

2021.5.1現在
（　）対前月比

※平成27年国勢調査を基に集計した統計人口です。※平成27年国勢調査を基に集計した統計人口です。※平成27年国勢調査を基に集計した統計人口です。

男
出生
転入

12,114 女
死亡
転出

12,214

人口 24,328（－43）

世帯数 9,250

34
73

5
59

広報なすからすやま ２０２1.613

　　広告掲載募集中
　市では、「広報お知らせ版」・
「広報なすからすやま」・
「市ホームページ」の有料広告を募集しています。
　掲載基準などの詳細は、市ホームページで確認す
るか、下記あてにお問い合わせください。
■総合政策課広報広聴グループ　緯0287－83－1112

★一般図書★
『老いの福袋』　　　　　樋口　恵子
『体がバテない食薬習慣』大久保　愛
『今どきラクうま和食』

おいしい和食の会
『百合中毒』　　　　　　井上　荒野
『エレジーは流れない』三浦　しをん
『緑陰深きところ』　　　遠田　潤子
『コロナ時代のパンセ』　　辺見　庸

★児童図書★
『世界でいちばん美しいこども元素
ずかん』　　　　  セオドア　グレイ
『爆走！まちがいさがし大冒険』

池田書店編集部
『ひらがなぽりすあんちょび』

さくらい　よしえ
『神さまの通り道』　　村上　しいこ
『けんだましょうぶ』   にしひら　あかね

『ゴリランとわたし』
フリーダ　ニルソン

『まいごのたまごにいちゃん』
あきやま　ただし

★ＤＶＤ★
『スマホを落としただけなのに　囚
われの殺人鬼』　　  中田　秀夫監督
『私がモテてどうすんだ』

平沼　紀久監督
『一度死んでみた』　浜崎　慎治監督
『最高の人生の見つけ方』

犬童　一心監督
『僕のヒーローアカデミア　ＴＨＥ
　ＭＯＶＩＥ』　　  長崎　健司監督
『ソニック・ザ・ムービー』

ジェフ・ファウラー監督
『新・恐竜大進撃』

俳　

句

水
野　

信
一　

選

 
薫 
き
込
む
る 
芹 
か
ん
ば
し
き 
厨 
か
な

た 

せ
り 

く
り
や三

森　

純
子（
中　

央
）

ト
ー
チ
持
つ
腕
高
々
と 
花  
菜  
時 

は
な 
な 

ど
き伊

藤　

修
子（
興　

野
）

新
緑
の
山
ま
た
山
よ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

須
田　

孝
子（
城　

東
）

 
東  
屋 
を
出
入
り
自
在
に
春
の
蝶

あ
ず
ま 

や

佐
藤　

亮
子（　

旭　

）

川　

柳

篠
崎　

酔
月　

選

揚
げ
雲
雀
天
の
広
さ
に
吸
い
込
ま
れ

荻
野
目
香
津（
中　

央
）

日
々
ひ
と
つ
悦
び
拾
い
糧
と
す
る

杉
山
幸
栄
子（
八
ヶ
代
）

拾
っ
て
も
く
れ
ぬ
と
ぼ
や
く
未
婚
の
娘

萩
原　

宣
子（
中　

央
）

コ
ロ
ナ
禍
に
人
出
気
に
な
る
田
舎
街

小
川　

昌
子（
向　

田
）

短　

歌

滝
口　

節
子　

選

筍
の
柔
ら
か
き
皮
に
梅
干
し
を
包
み
し
ゃ
ぶ
っ
た
昭

和
を
偲
ぶ　
　
　
　
　
　
　

石
川　

ミ
チ（
大　

桶
）

新
緑
の
瑞
々
し
さ
を
身
に
浴
び
つ
つ
散
策
し
て
は
英

気
養
う　
　
　
　
　
　
　
　

古
内　

晴
代（
金　

井
）

億
万
の
当
た
る
は
ず
な
い
宝
く
じ
心
な
ら
ず
も
時
に

夢
見
る　
　
　
　
　
　
　
　

川
俣
登
志
子（　

旭　

）

う
ら
ら
か
な
春
の
ひ
と
日
の
幸
せ
よ 
娘 
に
連
れ
ら
れ

こ

て
芝
桜
見
に　
　
　
　
　
　

蓮
田　

和
子（
金　

井
）

作品
募集

毎
月　

日
ま
で
に
、総
合
政
策
課
広
報
広
聴
グ
ル
ー
プ

１０

（
〒
３
２
１−

０
６
９
２
那
須
烏
山
市
中
央
１
丁
目

１
番
１
号
）あ
て
、郵
送
で
作
品
を
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

安心な暮らしをサポート！
三井住友海上代理店

（有）しおや保険事務所
◇損害保険：自動車・自賠責・火災（地震）
◇生命保険：新総合収入保障・新医療・積立
◆お問合せ  〒321－0526　那須烏山市田野倉383
TEL：0287－88－9870　FAX：0287－88－0234

安心な暮らしをサポート！
三井住友海上代理店

（有）しおや保険事務所
◇損害保険：自動車・自賠責・火災（地震）
◇生命保険：新総合収入保障・新医療・積立
◆お問合せ  〒321－0526　那須烏山市田野倉383
TEL：0287－88－9870　FAX：0287－88－0234

安心な暮らしをサポート！
三井住友海上代理店

（有）しおや保険事務所
◇損害保険：自動車・火災・企業賠責（サイバー） 他
◇生命保険：新総合収入保障・新医療・ガン保険 他
◆お問合せ  〒321－0526　那須烏山市田野倉383
TEL：0287－88－9870　FAX：0287－88－0234
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編
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14広報なすからすやま ２０21.6

第1回【アルミ缶・スチール缶】

〔注意事項〕
・空き缶の中にタバコの吸い殻等は絶対に入れないで
ください。
・空き缶を排出する際は、潰しても潰さなくても、ど
ちらでも問題ありません。
・カセット式ガス缶は、風通しの良い屋外で中身を出
し切り、大きめの穴をあけてください。

・缶類でも、　 L缶、18L缶（一斗缶）などの大きいもの4
は、裁断、プレスをして燃やさないごみの日に出し
てください。

那須烏山市ごみ分別アプリでも、ごみの分別
方法を確認できますので、ご活用ください。

《Android版》 《iPhone版》

資源ごみ分別ガイド資源ごみ分別ガイド

　市では、廃棄物処理法に基づく法定計画として、「那須烏山市一般廃棄物処理基本計画」（令和　〜　年度）を策定しま3 7

した。本計画に基づき、「廃棄物の排出抑制・資源化」を推進し、資源循環型社会の構築を目指します。
　その実現には、「発生抑制・分別徹底による　Rの推進」や、「市民・事業者・行政の協働」が不可欠です。3
　そこで、広報なすからすやま　月号から12月号まで、全　回の予定でごみの出し方・分け方をご案内します。ぜひ、6 7
ご協力をお願いします。

・ジュース等の飲料缶、ビール缶
・缶詰め缶

・ジュース等の飲料缶
・缶詰め缶

・粉ミルクの缶
・カセット式ガス缶

〔出し方〕
・中身をすすいで乾かし、コンテナで出してください。
・金属のキャップ、フタについては、主たる素材ごと
にアルミ缶又はスチール缶の日に出してください。
（素材が同じように見えても、本体はスチールで、フタはアルミに
なっているなど、別々の素材である場合もありますので、それぞれ
の表記をよくご確認ください）

アルミ缶
マーク

スチール缶
マーク

スチール缶として出せるものアルミ缶として出せるもの


